
 

 ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」 

平成22年２月10日 

各  位 

会 社 名 株式会社マネーパートナーズグループ 

代表者名 代表取締役社長 奥山 泰全 

（ コ ー ド  8732 大 証 ヘ ラ ク レ ス ） 

問合せ先 取締役ＣＦＯ  中西 典彦 

（TEL. ０３－４５４０－３８０４） 

 

平成22年１月次 月次概況（速報）のお知らせ 

 

平成22年１月次の当社グループの月次概況（連結ベース）を下記のとおりお知らせいたします。なお、営業収益及

び外国為替取引預り証拠金は速報値であるため、決算発表時の数値と異なる場合があります。 

 

記 

平成 21 年 
年 月 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月

営業収益 

（単位：百万円） 
1,073 1,029 1,064 851 782 874 923 813 656 928 777 697

外国為替取引高 

（単位：百万通貨単位） 
65,379 65,376 71,623 62,545 57,906 59,165 63,775 58,187 62,076 77,652 70,481 75,109

顧客口座数 

（単位：口座） 
84,100 88,675 92,763 96,660 99,811 104,065 107,250 110,222 113,275 116,632 119,881 123,278

外国為替取引預り証拠金 

（単位：百万円） 
25,519 22,605 22,453 23,369 23,798 24,198 24,524 26,124 27,295 25,444 27,331 25,557

 

平成 22 年 
年 月 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月

営業収益 

（単位：百万円） 
794     

外国為替取引高 

（単位：百万通貨単位） 
75,878     

顧客口座数 

（単位：口座） 
126,746     

外国為替取引預り証拠金 

（単位：百万円） 
28,234     

（注）１．外国為替取引高は、顧客との相対取引による通貨毎の取引高を原通貨単位のまま合計したものであり、円換算は行っておりません。 

２．顧客口座数及び外国為替取引預り証拠金は、それぞれ月末時点の口座数及び残高であります。 

３．平成20年５月より代用有価証券の取扱いサービスを開始し、外国為替証拠金取引に使用できる代用有価証券の預り残高が発生して

おりますが、現時点では外国為替取引預り証拠金の残高と比べ重要性が小さいため記載を省略しております。 

４．平成20年６月より外国為替証拠金取引システムのホワイトラベル提供に伴う実績数値が発生しており、当該数値を以下のとおり取

り扱っております。 

(1）営業収益       ：ホワイトラベル提供に伴うトレーディング収益を含めて表示しております。なお、当該収益の会計処

理は、当社グループ会社をカウンターパーティとする外国為替取引に係るトレーディング収益を営業

収益として全額計上した上で、当社グループ会社からホワイトラベル提供先に対して支払うべき外国

為替取引に係る手数料を販売費・一般管理費に計上する方法によっております。なお、ホワイトラベ

ル提供に伴うトレーディング収益と当社グループ顧客との外国為替証拠金取引に伴うトレーディング

収益を区分することができないためこれらを区分しておりません。 

(2）外国為替取引高    ：ホワイトラベル提供に伴い発生する当社グループ会社をカバー取引先とする外国為替取引を含めて表

示しております。なお、当該取引高は提供先の重要情報に該当するため区分して表示しておりません。 

(3）顧客口座数      ：ホワイトラベル提供に伴う口座数は含まれておりません。 



(4）外国為替取引預り証拠金：ホワイトラベル提供に伴い発生する当社グループ会社がカバー取引先として受け入れる預り証拠金を

含めて表示しております。なお、当該金額は提供先の重要情報に該当するため区分して表示しており

ません。 

５．平成21年７月より株式会社大阪証券取引所の開設する取引所外国為替証拠金取引（愛称「大証ＦＸ」）のマーケットメイカーとして

の業務を開始しており、大証ＦＸにおける取引高及びこれに伴うトレーディング収益はそれぞれ「外国為替取引高」及び「営業収

益」に含めて表示しております。 

 

＜１月次の概況＞ 

１月の外国為替市場は、米国においては雇用統計の予想外の悪化、ＦＲＢの低金利政策の据置観測や新たな金融

規制案の公表、ユーロ圏においてはギリシャの財政赤字・債務問題等を背景に円高傾向で推移いたしました。この

結果、外国為替取引高は、前月と比べ変動率が低下し営業日数も少なかったものの、外貨の買建取引が活発に行わ

れ、全体では前月比ほぼ横這いの75,873百万通貨単位となりました。一方、営業収益は、取引高に対する収益率が

前月と比べ若干回復した結果、794百万円となりました。また、顧客基盤については、顧客口座数は、前月比3,468

口座増加の126,746口座と堅調に推移した一方、外国為替取引預り証拠金は、顧客の主要外貨のロングポジション

（買建の建玉）が昨年11月とほぼ同水準まで増加したこと等の影響を受け、前月比2,676百万円増加の28,234百万

円となりました。 

以 上 


